
⑪
西
区
境
之
谷
公
園
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て
施
設
を
運
営

１

参
加
の
準
備
を
す
る

●
町
内
会
を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
健

在　
こ
の
地
域
は
、
都
心
部
に
近
い
、
下
町
的
雰
囲
気

を
残
し
た
住
宅
地
。
古
く
か
ら
の
人
も
多
く
、
町
内

会
を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
健
在
で
あ

る
。
昔
と
較
べ
弱
く
な
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
地
域

が
子
供
に
目
を
か
け
る
余
裕
が
、
ま
だ
残
っ
て
お
り
、

子
供
た
ち
は
近
所
の
お
ば
さ
ん
を
殆
ど
知
っ
て
い
る
。

●
候
補
地
の
選
定
、
委
員
会
の
立
ち
上
げ

　
候
補
地
選
定
の
理
由
は
、
管
理
運
営
を
担
う
地
元

組
織
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
、
子
供
の
活
動
が
盛
ん
、

区
民
利
用
施
設
が
不
足
し
て
い
る
等
で
あ
っ
た
。

　
候
補
地
が
決
ま
る
と
、
連
合
町
内
会
長
に
区
が
委

員
会
メ
ン
バ
ー
選
定
の
相
談
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

２

地
域
の
人
と
一
緒
に
施
設
を
考
え
る

●
建
設
委
員
会
の
開
催

　
建
設
委
員
会
は
都
合
四
回
持
つ
こ
と
と
し
、
一
回

目
は
委
員
及
び
子
供
た
ち
と
類
似
施
設
見
学
後
、
開

催
。
事
業
・
施
設
概
要
お
よ
び
建
設
予
定
場
所
の
説

明
を
行
う
。
建
設
場
所
は
他
に
可
能
性
が
な
く
、
提

案
場
所
に
決
定
。
二
回
目
は
建
設
場
所
を
現
地
で
確

認
後
、
基
本
プ
ラ
ン
案
を
検
討
し
、
課
題
を
抽
出
。

管
理
が
大
変
な
こ
と
か
ら
地
下
迷
路
は
設
け
な
い
こ

と
に
。
三
回
目
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
の
報

告
後
、
前
回
提
出
さ
れ
た
課
題
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
か
ら
抽
出
さ
れ
た
遊
具
を
落
と
し
込
ん
だ
プ
ラ
ン

の
検
討
、
承
認
。
こ
こ
か
ら
実
施
設
計
に
移
行
す
る
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

　
建
設
委
員
会
主
催
で
子
供
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
設
置
す
る
遊
具
の
提
案
を
し
て
も
ら

う
。
施
設
概
要
説
明
後
、
四
～
五
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、

ど
ん
な
遊
具
が
欲
し
い
か
を
絵
に
描
き
グ
ル
ー
プ
別

に
発
表
、
意
見
交
換
を
行
う
。
非
常
に
現
実
的
な
も

の
か
ら
、
夢
の
よ
う
な
提
案
ま
で
様
々
。
建
設
委
員

の
メ
ン
バ
ー
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
子
供

様々な意見（関連局、区、市民のヒヤリングで出

た意見）

１　参加の準備をする

急に住民参加といっても無理。日頃から地域をよ

く知り、スムースな関係を作っておく必要を強く

感じた。（区）

昔は学校が地域拠点だった。横の繋がりは学校を

中心に形成される。もう一度、学校を地域の拠点

にしていく必要がある。（建設委員）

今の地域の問題を担っているのは高齢者。若い人

は地域のことに関心が薄い。（建設委員）

行政主導で住民参加を行っても限界がある。地元

に情報を流し、声が上がってくるのを待つ必要が

ある。（区）

現在区に期待するのは、施設運営の中で持ち上が

ることを局にフィードバックする仕組みを作るこ

と。（局）

２　地域の人たちと一緒に施設を考える

素人に建築的な意見を聞かれても、あまり答えよ

うがない。（建設委員）

ワークショップや建前等を地域と一緒にやること

により、コミュニケーションのパイプが太くなっ

た。（区）

建設委員会の中身をもっと自由閥達にしていく必

要があるが、行政の対応を少し変えればそれは可

能だ。（区）

現在の体制ではワークショップに積極的に関るの

は無理。そのための時間と人を配置しないとでき

ない。（局）

建築的な事柄について住民の意見を聞くと言って

も限界がある。専門家に任せるところは任せてし

まったほうがいいのではないか。（局）

４　自分たちで施設を運営する

運営はもっと地元に任せてしまったほうがいいの

ではないか。任せられれば、やらざるを得ないし、

又、やっていくこともできる。（建設委員）

区内部で建設段階と運営段階が分かれているが、

継続してやっていけるような仕組みにする必要が

ある。（区）

施設内で食事をしたいという要望が多いが、１館

認めると全館に波及してしまうので、対応が難し

い。（局）

ログスタッフの任期が規約上２年だが、スタッフ

は経験を要するので、期間を延ばしてほしい。

（建設委員）

建設当時小３、現在中２の子供たちの意見(男女

各２人)

何ができるかあまり期待していなかった

おっ駆けっこや隠れんぼをして遊んだ

食事禁止だったけれど、隠れて食べていた

他の学校の生徒となんどかけんかをした

ログで友達になったやつもいる。おもしろいやつ

だった

落書きが楽しかった。特に、人のを見るのが楽し

かった

ログヘは一人では来ない。必ず友達と連れ立って

来た

設計者の感想

　子供にとって、地域施設は大人が想像するほど

意識されていないようだ。近くにあればそこで遊

ぶし、なければないで、他の場所を探す。今何が

必要かではなく、今何があるか、何か利用できる

かが最大の関心事であるようだ。利用できるもの

であれば、最大限活用する。

　だからといって、子供にとって地域施設はどう

でもいいということではない。むしろ、意識され

ないだけその重要性は大きいように思える。

事業主体

関係部局

事業概要

施設概要

緑政局管理課

市民局地域施設課、西区区政推進課、

西区地域振興課、建築局庁舎施設課

こどもログハウス建設事業

所在地／西区境の谷105-1

敷地面積／9,354㎡、延べ床面積／223㎡、2階

基本設計／平成２年６月～平成２年８月

実施設計／平成２年８月～９月

平成３年４月オープン

建設委員会、運営委員会、ワークショップ、

建設参加
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た
ち
の
視
点
で
施
設
を
考
え
る
機
会
と
も
な
る
。

　
提
案
は
事
務
局
で
検
討
、
取
り
入
れ
可
否
を
評
価

し
、
建
設
委
員
会
に
報
告
。
子
供
た
ち
も
、
施
設
づ

く
り
に
意
見
を
出
せ
る
場
は
楽
し
か
っ
た
よ
う
だ
。

施
設
を
建
設
す
る

●
地
域
ぐ
る
み
で
施
設
の
建
設
に
参
加

　
建
設
委
員
会
主
催
の
上
棟
式
で
は
、
子
供
た
ち
が

丸
太
を
切
り
、
絵
を
描
き
、
ベ
ン
チ
や
跳
び
丸
太
を

造
る
。
地
域
で
出
し
た
屋
台
の
も
の
を
食
べ
、
廃
材

で
造
っ
た
遊
具
で
遊
び
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
。

　
施
設
の
装
飾
の
一
部
を
、
小
学
校
の
図
工
の
時
間

に
子
供
た
ち
が
木
で
造
る
。

　
そ
の
よ
う
に
、
施
設
建
設
に
地
域
ぐ
る
み
で
参
加

し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
と
っ
て
も
施
設
が
身
近

か
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

自
分
た
ち
で
施
設
を
運
営
す
る

●
利
用
率
の
高
い
施
設

・
施
設
は
開
設
後
五
年
が
経
過
、
顔
な
じ
み
の
子
供

や
遠
く
か
ら
く
る
子
供
も
多
く
、
利
用
率
は
高
い
。

・
午
前
は
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
学
校
の
団
体
利
用

が
多
い
。
母
親
の
懇
談
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

・
夏
休
み
に
子
供
会
が
主
催
す
る
公
園
で
の
キ
ャ
ン

プ
で
ロ
グ
を
開
放
。
子
供
に
人
気
が
あ
る

・
ロ
グ
と
公
園
の
一
体
的
な
遊
び
が
展
開
し
て
い
る
。

●
ロ
グ
ス
タ
ッ
フ
の
緩
や
か
な
運
営
参
加

・
月
に
一
回
、
運
営
委
員
会
会
長
と
ロ
グ
ス
タ
ッ
フ

が
定
期
的
な
意
見
交
換
の
場
を
持
ち
、
意
志
疎
通
を

図
り
な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

・
運
営
委
員
会
会
長
を
含
ん
だ
ロ
グ
ス
タ
ッ
フ
会
議

が
積
極
的
に
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

●
継
続
性
の
あ
る
運
営

　
ス
タ
ッ
フ
が
来
館
す
る
子
供
た
ち
の
顔
な
じ
み
に

な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
あ
る
程
度
の
専
門
性
を
持
っ

て
、
館
運
営
を
日
常
的
に
担
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち

に
厳
し
い
意
見
も
ど
ん
ど
ん
言
う
し
、
ま
た
子
供
た

ち
も
言
い
返
す
よ
う
な
気
安
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て

い
る
。

●
専
門
性
を
持
っ
た
運
営
委
員
会
会
長

　
連
合
町
内
会
長
が
運
営
委
員
会
会
長
と
な
っ
て
い

る
が
、
施
設
が
地
域
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
活
用
さ

れ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
間
や
行
政
と
の
調
整
役
も
含

め
、
積
極
的
に
館
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

５

地
域
に
根
づ
い
た
施
設
に
す
る
た
め
の

課
題

●
情
報
を
早
め
に
地
域
に
示
せ
な
い
か

　
情
報
を
早
め
に
地
域
に
示
し
、
や
り
方
を
工
夫
す

れ
ば
、
当
地
の
よ
う
に
地
元
組
織
が
地
域
の
情
報
を

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
地
域
の

専
門
家
等
を
建
設
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
さ

せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

●
意
見
の
出
し
や
す
い
建
設
委
員
会
の
雰
囲
気
を
！

　
行
政
の
人
数
が
委
員
会
メ
ン
バ
ー
よ
り
多
く
、
大

き
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
の
会
議
の
場
は
、
経
験
の

少
な
い
地
元
の
人
が
自
由
に
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気

で
は
な
い
。
も
っ
と
気
軽
に
意
見
が
出
せ
る
よ
う
な

場
づ
く
り
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
？

●
施
設
運
営
を
も
っ
と
地
元
に
ま
か
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

　
当
地
の
よ
う
に
地
元
組
織
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
、
施
設
の
運
営
を
も
っ
と
地
元
に
ま
か

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
そ
れ
が
、
継
続
性
や
専

門
性
を
持
ち
、
地
域
に
密
着
し
た
施
設
運
営
力
、
更

に
は
、
そ
こ
で
の
活
動
を
軸
に
、
地
域
に
関
る
人
材

の
発
掘
・
育
成
等
地
域
の
力
を
培
う
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

●
設
計
の
も
っ
と
早
い
段
階
で
意
見
を
聞
い
て
、
利

用
の
仕
方
な
ど
を
議
論
で
き
る
と
い
い

　
委
員
に
施
設
プ
ラ
ン
に
対
す
る
意
見
を
聞
い
て
も
、

建
設
的
な
意
見
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
。
委
員
は
、

建
築
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
ま
と
め
ら
れ
る
の

か
も
知
ら
な
い
中
で
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
戸
惑
い
と
遠
慮
が
あ
る
。
”
建
築
”

と
し
て
形
に
ま
と
ま
る
前
の
段
階
で
意
見
を
聴
い
た

方
が
有
効
で
は
な
い
の
か
？

①
ア
イ
デ
ア
抽
出
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
も

う
一
歩
進
め
て

　
こ
こ
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ア
イ
デ
ア
抽
出
の

み
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
子
供
が
意
見
を
発
表
で

き
る
場
が
設
け
ら
れ
た
意
味
は
非
常
に
大
き
い
が
、

一
方
で
い
く
つ
か
の
限
界
も
感
じ
ら
れ
た
。

①
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
具
体
化
へ
向
け
て
絞
り

込
ん
で
い
く
た
め
の
過
程
（
皆
で
決
断
し
て
い
く
過

程
）
が
な
か
っ
た
た
め
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、

意
見
の
言
い
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
②
こ

こ
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
対
象
が
遊
具
の
み
で
あ
っ

た
が
、
例
え
ば
、
子
供
が
ロ
グ
で
や
り
た
い
活
動
を

引
き
だ
し
、
更
に
、
そ
れ
を
運
営
に
結
び
付
け
て
い

け
る
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
と
よ
か
っ
た
。

ワークショップ
建設委員長が子供たちに説明を

建前
丸太を削り、ベンチや跳び丸太に

竣工祝い
大勢の子供たちが集まった

29●
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